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はじめに 

 

大分県では、平成２８年３月に「生涯にわたる力と意欲を高める『教育県大分』の

創造」という基本理念のもと長期教育計画である「『教育県大分』創造プラン２０１６」

を策定しました。併せて、幼児教育振興プログラムを策定し、県内のどこに住んでい

ても就学前の子供に対する豊かな教育の機会が保障されるように、幼稚園、保育所、

認定こども園、小学校及び家庭等が取り組む内容を具体的にお示ししました。本指針

では、夢中になって遊ぶ中で自分で気付いたり、考えたりしていく「しんけん遊ぶ子」

の育成を目指しています。 

平成３０年３月に小・中学校の学習指導要領とともに幼稚園教育要領及び幼保連携

型認定こども園教育・保育要領及び保育所保育指針が同日告示され、「知識及び技能

の基礎」「思考力，判断力，表現力等の基礎」「学びに向かう力，人間性等」の資質・

能力を５領域のねらい及び内容に基づく活動全体によって育むこととともに、「幼児

期の終わりまでに育ってほしい姿」いわゆる「１０の姿」が位置付けられました。こ

れは、幼児期の終わりの育ちの姿をイメージしながら、それぞれの園のスタートから

意識して取り組むための手立てであり、それに伴った育ちを捉える視点にもなります。 

また、幼児教育において育みたい資質・能力の実現に向けては、子供の姿や地域の

実情等を踏まえつつ、どのような教育課程を編成し、実施・評価し改善していくのか

というカリキュラム・マネジメントを確立することが求められています。  

これからの幼児教育は、幼稚園教育要領等の改訂の基本方針についての理解を深め

ながら、小学校教育との接続の一層の強化を図るなど重視すべきポイントを視野に入

れた取組も進めていかなければなりません。  

そこで、今年度、文部科学省の調査研究事業の採択を受け、「『幼児期の終わりまで

に育ってほしい姿』と『幼小接続期の育ちと学び』を踏まえた教育課程の編成や指導

計画の在り方」を研究課題に設定し、日出町をモデル地区として教育課程編成の在り

方について研究を行ってきました。また、モデル地区においては幼保小接続の研修を

行い、幼稚園、認定こども園、保育所と小学校の教諭等が、子供の遊びを見ながら自

立心、協同性、思考力の芽生え等の育ちを具体的に捉え、その課題の解決に繋げよう

としています。 

幼児期は生涯にわたる人格形成を培う重要な時期です。私たちは、未来から預かっ

た子供たちがしっかりと生きる力を身に付けていくことができるよう、幼児期の教育

の充実を図っていかなければなりません。本研究で取り組んだことがそれぞれの幼稚

園、認定こども園、保育所で生かされ、子供たちが心豊かにたくましく育っていくこ

とを願っています。そして、この研究の成果が１年限りのもので終わることなく、今

後さらに広がり、深まっていくように県教育委員会として支援していきたいと思いま

す。 

最後になりましたが、本研究を進めるにあたりご指導いただきました国立教育政策

研究所幼児教育研究センター掘越紀香先生をはじめ、調査研究実行委員会、研究推進

園の先生方、日出町教育委員会の皆様に心から感謝を申し上げます。  

 

平成３０年３月  

 

大分県教育庁義務教育課    

   課長  米持 武彦   
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Ⅱ 研究の内容 

  【研究推進園による調査研究】 

 

  １ 教育課程編成の手順 
     
  ２ 教育課程の確認 
     
  ３ 指導計画の改善 
     
  ４ 週案の改善 
     
  ５ 指導計画の評価と改善 
     
   ６ 教育課程の改善 
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⑤社会生活との 

関わり 

＊様々な機会を通して地域や身近な人々、自分に関係のある人達と触れ合い、親しみの気持ちをもつ。 

＊家族や身近な人から大切にされていることに気付き、家族を大切にしようとする気持ちや感謝の気

持ちをもつ。 

＊地域の人々との触れ合いを通して、自分が大切にされていることや自分が役に立てていることに喜

びを感じるようになる。 

＊地域の様々な行事に参加し、自分の生活に関係の深い地域の人々との触れ合いの中で、自分たちが

住む地域の良さを感じ、親しみをもつ。 

＊生活や遊びの目的に必要な情報を、伝えあったり活用したりしながら、情報に基づいて思いを合わ

せる。 

＊公共の施設を訪問したり利用したりする中で、みんなの物であることが分かり大切に利用しようと

するようになる。 

＊園内外の行事において国旗に親しみ、国際理解への意識や思いが芽生えるようになる。 

 

⑥思考力の芽生え 

＊身近な環境に関わり、自分から気づいたり、発見を楽しんだり、考えたりしたことを遊びや生活の

中で活用するようになる。 

＊様々な環境に関わる中で、不思議に思ったこと等を探究する。 

＊遊びの中で、予想したり確かめたり振り返ったりしながら興味や関心を深める。 

＊先生や友達の考えに触れ、自分の思いや考えを考え直したりして、新しい思いや考えを生み出した

りする喜びを感じる。 

＊物との多様な関わりの中で、物の性質や仕組みについて気付き考えて使うようになる。 

＊身近な物や用具の特性や仕組みを活かしたり工夫したりしながら使うようになる。 

⑦自然との関わ

り・生命尊重 

＊自然に触れる中で、自然の大きさや美しさ、不思議さ等を感じ好奇心や探求心をもって関わる。 

＊同じ物でも季節によって変化するものがあることが分かり、変化に応じて生活や遊びを変える。 

＊自然現象を遊びに取り入れたり、自然の不思議さを試したり、確かめたりして身近な事象への関心

をもつようになる。 

＊身近な動植物の世話や栽培を通して、生き物への愛着や、生命の尊さに気付き、いたわったり大切

にしたりする気持ちをもつ。 

⑧数量や図形、標識

や文字などへの関

心・感覚 

＊生活や遊びの中で、数量、長短、広さや速さ、図形などに親しみ、必要感から数えたり比べたり組

み合わせたりして生活や遊びに取り入れる。 

＊生活や遊びの中で標識や文字が人と人をつなぐ役割をもつことに気付き、読んだり書いたりして生

活や遊びに取り入れて使うようになる。 

⑨言葉による伝え

合い 

＊生活の中で必要な言葉が分かり場に応じて使う。 

＊親しみをもって日常の挨拶をする。 

＊先生や友達の言葉や話に興味や関心をもち、親しみをもって聞いたり、話したりする。 

＊したり、見たり、聞いたり、感じたり考えたりしたことを自分なりに言葉で表現する。 

＊したいこと、してほしいことを言葉で表現したり、分からないことを尋ねたりする。 

＊相手の話を注意して聞き、自分の思いや考えを相手に伝わるように話す。 

＊言葉を通して先生や友達と心を通わせる。 

＊絵本や物語などに親しみ、興味をもって聞き、言葉のもつ音の美しさや意味の面白さ、想像する楽

しさを味わったり言葉で表現したりすることを楽しむ。 

＊いろいろな体験を通して言葉や表現に関心が高まり、言葉の獲得に楽しさを感じる。 

＊生活の中で、文字を使って思いや考えを伝える喜びや楽しさを味わう。 

⑩豊かな感性と 

表現 

＊生活の中で美しいものや心を動かす出来事に触れ、様々な表現を楽しみ、感じたり考えたりするよ

うになる。 

＊生活や遊びの中で感じたことや考えたことを音や動き等で楽しんだり、作ったり、演じたりして表

現することを楽しむ。 

＊友達と一緒に工夫して創造的な活動を生み出していくようになる。 

＊友達と一緒に表現する過程を楽しみ、認め合うことで表現する意欲が高まるようになる。 

＊音楽に親しみ、歌を歌ったり、簡単な楽器を作ったりする楽しさを味わう。 

＊描いたり作ったりすることを楽しみ、遊びに使ったり飾ったりする。 











 

 



 

 





 



 

 



 





 
 

 

 

 

 

 

 

Ⅲ 研究の成果と課題 

 

 

１ 子供理解と環境の構成、保育者の援助  

２ 社会に開かれた教育課程          

３ まとめ（提言）と今後の課題   
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「Ⅲ 研究の成果と課題」では、幼稚園・認定こども園・保育所に勤務する 

幼稚園教諭・保育士・保育教諭を総称して、「保育者」の表記を用います。 
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本資料は、平成２９年度に豊岡幼稚園で作成し活用してきたものです。 

今後、子供の実態等に応じて内容等の見直しを図りながら、改善していく 

予定です。 
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本報告書は、文部科学省の「幼児期の教育内容等深化・充実調査研究」の 

委託費による委託業務として、大分県が実施した平成２９年度幼児期の教育

内容等深化・充実調査研究の成果を取りまとめたものです。 

したがって、本報告書の複製、転載、引用等には文部科学省の承認手続き 

が必要です。 

大分県教育庁義務教育課 

〒870-8503 大分市府内町 3丁目 10番 1号 

電話 097-506-5533 

平成 30年 3月 
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